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第七次甲府市総合計画説明会 会議録（伊勢地区） 

日  時 令和８年５月２７日（水）午後７時００分～午後８時００分 

会  場 伊勢小学校体育館 

参 加 者 ６０名（市長等及び関係職員含む） 

次 第 1 市長説明 

2 意見交換 

3 地区からの挨拶 

意見交換記録 

質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人暮らしの高齢者支援について 

昨年、当自治会内の５棟が全焼する火災が発生し、内３棟が

高齢の一人暮らし世帯、２棟が空き家であった。総合計画の基

本目標に掲げる「安全・安心で快適な『まち』を創る」ために

は、特に一人暮らしの高齢者へのサポートが必要だと考え、次

の２点を提案する。 

①包括支援センター・民生委員・消防本部・自治会など関連す

る組織で一人暮らしの高齢者に関する情報を共有し、連携を強

化する仕組みづくり。 

②一人暮らしの世帯は将来的に空き家となる可能性が高いと考

えられることから、自治会の情報提供により行政が空き家情報

を一元化し、民間企業とも協力しながら空き家の土地建物を有

効活用するための仕組みづくり。 

 

超高齢社会の到来と核家族化の進行に伴い、地域における一

人暮らし高齢者の見守りや支援体制は重要であると認識してい

る。 

こうした中、本市では、災害時に避難の支援が必要な方を把

握するため、避難行動要支援者名簿を作成し、ご本人同意のも

と、警察署や消防本部、自治会などの関係機関と情報共有を図

らせていただいている。 

また、災害に限らず、高齢者の皆様の相談や見守り、必要な

サービスの導入支援を図るため、地域包括支援センターや地区

社会福祉協議会が核となりながら、民生委員や福祉推進員、自

治会などの関係者の皆様との連携・協働に努めているところで

ある。 

伊勢地区においては、地区社協や民生委員、自治連の皆様が
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加のもと、地域包括支援センターが主催し開催する地域ケア

会議において、昨年度、高齢者支援に関する地域課題や見守り

活動について情報共有が図られたと伺っており、大変心強く思

っている。 

また、空き家の増加は、地域において様々な問題を発生させ

る恐れがあり、特に発災時には、建物の倒壊や火災の延焼拡大

といった、安全性の確保に影響を及ぼすものと考えている。 

このため本市では、自治会にご協力をいただく中で空き家の

実態調査を行い、空き家の状態や所有者に対する行政指導の状

況といった情報を一元管理し、正確な実態把握のもと適切な管

理につなげることができるよう、取り組んでいる。 

加えて、空き家は早期に有効活用することが重要であること

から、所有者に対して通知等による啓発を行うとともに、全自

治会にチラシの組回覧を依頼するなどの周知を行うほか、民間

の不動産関係団体と連携する中で、空き家を売りたい方と買い

たい方のマッチングを行う「空き家バンク制度」により、定住

の促進や地域の活性化に向け取り組んでいるところである。 

このほか、超高齢社会を迎える中で、身寄りのない単身高齢

者等を対象に、人生の最期まで安心して過ごせるよう、終活に

関する相談窓口を新たに設置し相談支援を行う「甲府市あんし

ん終活サポート事業」を令和７年度より開始したところである。 

今後、一人暮らし高齢者の増加が一層加速することが予測さ

れる中で、こうした連携・協働の重要性は益々高まっていくこ

とから、本市としても、地域を支える関係者の皆様と一緒に、

様々な課題や情報を共有し、安全・安心なまちづくりを進めて

いくので、引き続きご支援・ご協力をお願いしたい。 

 

・ごみステーションへの防犯カメラ設置に係る補助金等の支援

について 

ごみステーションへの不法投棄やマナー違反に悩まされてお

り、ごみ収集課への相談をはじめ、組長の見回り・注意喚起看

板の設置といった対策を行っているが改善が見られない。 

また、見回りといったアナログな対応では組長の負担となっ

ているうえ、効果が限定的である。 

こうした中、当自治会では「ごみステーションの監視を目的

とした防犯カメラの設置」を検討しているが、山梨県警の防犯
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環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり部

長 

 

 

カメラに対する補助金はごみステーションの監視が対象外とな

っているため、甲府市において「安全・安心で快適なまちづく

り」推進のため補助金等の支援を要望する。 

 

日頃より、地域の環境美化活動にご協力いただいていること

に、改めて感謝を申し上げる。 

ごみ集積所の不法投棄やごみの適正排出については、伊勢地

区のみならず、本市全体の課題として認識しているところであ

り、本市においては、自治会などからの情報提供により、職員

によるパトロールを行うほか、不法投棄者の調査やごみの撤去

指導、収集を行うなど、随時、対策を講じているところである。 

ご要望の、ごみ集積所への防犯カメラの設置に特化した補助

金はないが、各地区リサイクル推進員連絡協議会に交付してい

るリサイクル活動補助金などもご活用いただけるので、改めて

環境部からご相談させていただく。 

なお、ご指摘のごみ集積所については、職員による重点的な

パトロールを実施するとともに、不法投棄者などの情報があれ

ばその都度ご連絡いただき、状況を確認する中で地域の皆様と

連携を図りながら、安全、安心で快適なまちづくりを推進して

いくので、ご理解とご協力をお願い申し上げる。 

 

・都市計画道路城東三丁目敷島線（伊勢工区）の整備状況につ

いて 

伊勢工区の開通が伊勢地区の念願となっている。都市計画道

路整備プログラムに基づき、早期に着手していただき感謝申し

上げたい。 

現在、令和９年度を目途に第１期工事の整備が進められてい

るが、第２期工事の事業開始予定が示されていない。 

伊勢工区の開通により、朝夕の交通渋滞の緩和につながると

確信している。今年度から第２期工事の事業計画の検討に入っ

ていただくことは可能か。 

 

都市計画道路「城東三丁目敷島線（伊勢工区）」については、

平和通りの新平和橋東交差点から県道甲府精進湖線の山梨交通

株式会社伊勢営業所前までの約３８０ｍを整備する計画であ

り、第１期整備として、新平和橋東交差点から社会福祉法人山
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意見 

 

 

 

 

樋口市長 

（まとめ） 

梨立正光生園の東までの約２００ｍの区間の用地買収を進めて

いる。 

令和７年度末時点における用地取得率は、５１．５％となっ

ており、令和８年度については、引き続き用地を買収しながら

工事を進めていく。 

なお、第２期整備となる残りの約１８０ｍの区間については、

第１期整備の進捗状況を踏まえ、今後、皆様に着手時期をお伝

えしていく。 

できるだけ早期に進めていけるよう努めていくので、引き続

き地域の皆様のご理解とご協力を賜りたい。 

 

・体育館の空調整備について 

スポーツ少年団から体育館の空調が何とかならないかと言わ

れていた。今回市長から空調整備の説明があり、ありがたく思

っている。早速各種団体に説明していきたい。 

 

貴重な時間をいただいてありがとうございました。 

皆様からいただいた課題については、意見交換や情報共有を

行いながら解決に向けて進めていきたい。行政としても一生懸

命取り組んでいくので、今後ともよろしくお願いする。 

 

地区からの挨拶要旨 

伊勢地区自治

会連合会会長 

 

これからの甲府市の運営方針が理解できた。運営方針に基づ

き、各分野の企画形成等、積極的に図っていただき、甲府市の

発展につながるようご尽力いただければと思う。 

また、伊勢地区の皆様、ご多忙の中出席していただきありが

とうございます。 

伊勢地区は樋口市政と強力に連携を図る中で、住みやすいま

ちづくりを目指しているので、これからもご支援・ご協力をお

願いする。 

 

 


